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研究成果の概要（和文）：本研究は、スズキメソード「才能教育」とは何かを、教師たちの間に共有されているエート
ス、すなわち行動原理となっている価値や信念という視点から明らかにする。スズキ教育論の原点を志向する夏期学校
を日米において選び出し、そこに集う教師たちに行ったインタビューから、双方に共通する主題を取り出す事により、
鈴木の「音楽を通した人間教育」の哲学が教師たちにどのように受け継がれているかを明らかにした。そこでは、すべ
ての子どもの成長を求め競争主義を否定する思想、「斉奏」の意義、教師同士が学び合い教え合う共同体のあり方、親
としての成長、他者の尊重等の自覚が、「教師文化」として実践を支えていることがとらえられた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to characterize the Suzuki method -“Talent Education”- from the 
viewpoint of “ethos in the Suzuki teachers’ community”. For this purpose, I chose specific summer 
schools both in Japan and in the United States, which embrace the original Suzuki method. Semi-structured 
interviews were conducted with individual teachers and groups of teachers at both sites to extract common 
topics representing the teachers’ values and beliefs. It became clear that the Suzuki method is oriented 
toward “music education as human education”. The significance of playing in unison was demonstrated 
through teachers’ narratives to embody the ethos of collaboration, co-learning, and co-development - 
openly rejecting the competitiveness so common in traditional music education. The potentiality of music 
for human society and education was corroborated by reciprocal teaching and learning in the Suzuki 
teachers’ community.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  
鈴木鎮一が創始したスズキメソードは、バ
イオリンをはじめとした器楽教育であるが、
人間教育としての音楽教育を強調して世界
の多くの国において受容され、各国において
多様な発展を遂げている音楽教育である。と
りわけ米国においては公教育としての音楽
教育にも関わり、弦楽器の専門教育において
も「スズキ」がメジャーになっているほど、
大きな影響を持つのに比して、日本国内では
より私的なバイオリンを中心とした演奏教
育という見方に留まることが多い。また、早
期英才教育との混同や、音楽教育専門家から
の異端視など、様々な誤謬にさらされており、
海外での評価の高さに比較して、国内におい
ての理解が進んでいない現状がある。また、
鈴木鎮一が人間教育としての音楽教育とし
てスズキメソードを創始し普及し始めた当
初と、今日の教育一般をめぐる思想的潮流の
違いから、スズキメソードを理解することが
一層難しくなっていることも考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、スズキ・メソードとは何
かを、教師たちに共有されているエートス、
すなわちスズキ教師コミュニティに固有の
教師文化の視点からとらえ直すことである。 
 教師たちの間に内在化されているエート
ス、すなわち教育実践を支える行動原理とな
っている価値や信念に焦点をあてることで、
スズキメソードを、その教育哲学の次元から
一つの全体として理解することができると
考えられる。 
 エートスとは、個々人の主観的な動機付け
と価値が、形成された原体験に根をおろし個
人の生に統合されているということと、なお
かつそれが個人の価値意識にとどまらず、語
り手から見て共同体意識を共有する仲間と
の間で共有されたものと考えられていると
いう二重の性格規定を持つ。それは、教師が
教育活動において用いている教育内容や指
導方法とは区別されるが、それらを支え包含
する教師の教育活動に関する信念、価値に関
わるものである。これまでのスズキメソード
の研究が、主として、教則本の検討や実際の
教授活動（レッスン）の分析からとらえられ
る特徴に焦点を当てたものであったのに対
し、エートスの次元に光を当てることは、そ
れらの先行研究を補完するものになり得る
と言える。したがって本研究では、著書や教
則本によらず、専ら教師たちが語る言葉によ
る、ナラティブ研究の手法をとる。教師の語
りから考察することは、鈴木鎮一の著書など
との内容の重なりはあったとしても、鈴木個
人の考えに閉じず、今日現在において教師集
団に内在化されているものとしてのスズキ
哲学を浮き彫りにすることができると考え
るからである。 

 
３．研究の方法 
 
 本研究でインタビューを行うにあたって
は、スズキメソードの原点を重視している教
師たちのグループにアプローチすることを
第一の条件とした。そのために選んだ場が、
夏期学校である。 
 スズキメソードでは、創始者鈴木鎮一が第
一回の「夏期学校」を霧ヶ峰で開催して以来、
教師たちと子どもたちと親たちが宿泊を伴
う集いを持ち、鈴木の教育理念のもとで合同
レッスンを中心とした音楽学習やその成果
としての音楽演奏を行うことが年中行事に
なっている。日本においては、松本で行われ
る夏期学校がフォーマルな全国大会の役を
果たしているが、それだけではなく、必ずし
も毎年行われるのではないインフォーマル
で臨時の夏期学校や、数人の教師たちが合同
で合宿を行う小規模のものなど、様々な機会
がある。夏期学校は子どもたちの成長を第一
の目的とするが、同時に教師にとっても、他
の指導者の指導を参観しつつ学び合う研鑽
の場として意識されている、重要な機会であ
る。ゆえに、教師の日々の実践のスタイルの
元となるものとして共同で継承し維持して
いる価値や行動原理を支える信念が具体的
に把握されやすいと考えた。 
 そのために、スズキ教育論の原点を志向す
る夏期学校を日米において選び出し、そこに
集う教師たちに行ったインタビューから、双
方に共通する主題を取り出すことにより、ス
ズキメソードの哲学が、今日の教育の担い手
たちにどのように受け継がれているかを明
らかにした。 
 日本側では、2013 年 7月に青森県野辺地地
区、馬門で行われた夏期学校を選んだ。この
夏期学校は、鈴木鎮一から直接教えを受けた
経験豊かな教師たち、および、そのような教
師に学ぼうとする若手教師たちが、自分たち
の研鑽も兼ねて計画したものである。これま
でスズキメソードの教室がなかったこの地
（青森県）で、新たに教室が発足したのを機
に、新任の先生の支援、新たにスズキメソー
ドに入会した父母たちの支援のために、子ど
もたちの指導（グループレッスン）を行うと
いう目的を持って構成された、臨時の夏期学
校という性格のものであった。 
 米国側では、2013 年 8月にシアトルで行わ
れた「ジャパン—シアトル・スズキインステ
ィテュート」を選んだ。これは、米国スズキ
協会が認定している 60 の夏期学校の内の一
つであるが、その中でも歴史が古く、鈴木鎮
一に直接教えを受けた経験を持つ教師が多
く集うことを特色としている。その名が示す
ように、日本から派遣されて夏期学校を創始
した日本人教師たちと共に行ってきたもの
で、今回で 23 回の歴史を数える。第一回の
1988 年より、日本の草創期の霧ヶ峰の夏期学
校を原型としてプログラムを組んでおり、規



模も大きくならないように配慮をしつつ今
日まで続いているものである。 
 双方の「夏期学校」の開催期間およびその
前後に、教師たちにグループインタビュー及
び個別インタビューを依頼した。日本では、
夏期学校開催中に実施されたグループイン
タビューと個別インタビュー、及び企画準備
の打ち合わせ段階における個別インタビュ
ー、当日欠席者の個別インタビューを含む。
米国では開催期間中のみで、教師の希望によ
り個別インタビューが中心である。 
 
４．研究成果 
 
 インタビュイーの語りから、特に教師の価
値・信念・信条に関して重要と考えられる発
言の内容に着目し、日米に共通するトピック
を取り出したところ、以下の７項目に概念化
することができた。 
 １ 「人間教育」という理念  
 ２ 競争主義の否定 
 ３ 「親が育つ」ことの意味 
 ４ より良き社会の追究 
 ５ 探究しつづける存在としての教師 
 ６ 言葉で言えないものへの希求 
 ７ 他者を尊重する鈴木鎮一の姿 
 
１から４は、スズキメソードの原理に関する
もの、５から７は、教師の成長にかかわるも
のであるということができる。 
 次に、それぞれの項目について、語りに基
づいた解釈と考察を加えていく。 
 
（１） スズキメソードの原理について 
 

①「人間教育」という理念 
 スズキメソードが音楽教育であることは
公然の事実であるのに、「音楽教室であって
はならない」という言葉が語られた。その背
景には、「音楽だけをやって」いるものと対
置することによって、スズキの特徴を見出そ
うとする視点があることがわかる。それは、
「人として立派に育つことを目的とするの
であり、音楽を学ぶことを通してそれが達成
される」という理解である。このことは裏を
返せば、芸術教育であるはずの音楽教育が、
教師や親の意識の中で、ともすれば音楽的な
演奏のスキルや技能を身につけるというテ
クニカルな次元に収斂していきがちである
ことへの批判であるといえよう。 
 さらに、スズキメソードで常に強調される
美しい音の追究が、人間教育を体現するもの
として次のように述べられていた。 
「鈴木先生は『音は人なり』、『音は心
の内を映す』と言っておられた。私達
は『音にいのち在り』（living soul）
とも言っていました。だから音のレッ
スンをしている時は、私達は人格教育
をしているわけです。その子がそこに
立って弾いていて、その音が良くなか

ったとすれば、それはその子らを反映
しているということです。その子らは
耳にしているものをよく感じていない
ということだから」 
このように、「美しい音」は演奏の技術とし
てよりも、人間教育という目的と分かち難い
ものとしてとらえられていることがわかる。 
 
② 競争主義の否定 
 教師や親の協同的なかかわりゆえに、ずば
抜けた演奏をする子どもも奢ることなく、暖
かい仲間意識の中で過ごしているという点
に重きが置かれていることが、米国の教師か
ら語られた。 
 日本側ではさらに、「斉奏」のありかたを
説明しようとする文脈において、競争主義の
否定が、互いを思いやる音楽の姿として次の
ように語られた。 
「それはすごく大きな世代を超えた、能
力別クラスではなくて人間クラス的なと
ころがありますね。弾ける子、大きい子
は自分のことを小さい子に与えようとす
るし、小さい子は大きい子に近づこうと
する。（中略）すごく大きな環境だという
ことに関しては。同じことを能力別では
なくて全体ですることが、すごく教育上
大きな…。」 
この語りには、個人の能力の違いを超えて、
年齢の違いも超えて、多数の者が一緒に奏で
る「斉奏」ならではの人間的な力を教師が意
識していることが表れている。さらに、それ
が「合わせる技術」としてではなく、グルー
プレッスンを通して長い時間を共に成長し
ている子どもたちが、互いを意識しながら互
いに音を合わせていこうとする営みとして、
時間的にも空間的にも大きなくくりで語ら
れていることにも着目したい。 
 
③「親が育つ」ことの意味 
 スズキメソードでは親に言及することが
多く、親も成長の対象としてとらえている。
米国側の教育歴 40 年の教師は、次のように
親に言及した。 
「鈴木先生は「誰ものことを気にかけな
くては駄目だ」と言った。また、「他の人
が何かすばらしいことを成し遂げたこと
を」とも言った。西洋では、時として競
争がありすぎる。一人が成し得れば他の
人が成し得ないというように。しかし鈴
木先生の考え方は「私もできる、そして
あなたもできる」というものだった。」 
インタビュイーは、この語りにおいて、親の
成長を、競争主義を乗り越える姿として見て
いると解釈することが出来る。 
 スズキメソードにおいて繰り返し口にさ
れる「どの子も育つ」という言葉の重層的な
意味の広がりが、これらのインタビューを通
して浮かび上がってくる。 
 
④ より良き社会の追究 



 先の、親の成長について述べた米国側の教
師の言葉は、さらに、より良き社会というビ
ジョンにつながっていく。 
 日米双方の教師の言葉には、鈴木鎮一が音
楽をとおした実践の向こうに平和な世界を
願っていたという発言があった。 
 また、教師同士が、常に語り合い、アイデ
ィアも共有し合って共に成長することを当
然と考えていることがわかった。その向こう
には「ともに育ち合う」スズキメソードの「大
きなコミュニティ」のビジョンがある。それ
が、鈴木鎮一の理想とした「より良き社会」
とオーバーラップすると理解することがで
きよう。 
 このように考えると、スズキメソードは、
その原点においては〈私教育〉ではなく、む
しろ〈公共の教育〉を目ざしたものであると
言うことができるのである。 
 
（２）教師の成長について 
 
① 探究しつづける存在としての教師 
 「子ども一人ひとりにあわせて、教師や親
は創造的に工夫しながらかかわっていく」と
いう、特徴的なスズキの教師像、「探究し続
ける人」という教師像については、色々なバ
リエーションで繰り返し語られている。次は、
米国の教師の言葉である。 
 「鈴木先生は「学ぶことは変わることだ」
と言われた。子どもたちにもそう教え
るが、私自身、自分を変え、コンスタ
ントに教え方を考え続け、もっと良く
教えられるよう学ぼうとしている。な
ぜなら鈴木先生がコンスタントに考え
続けていたから。私はそれを彼から学
んだと思う。」 
 
② 言葉で言えないものへの希求 
 一人の米国人の教師は、松本音楽院での鈴
木の教育に触れて次のように述べている。 
「誰も質問をしない。鈴木先生のとこ
ろで、誰もノートをとらない。ただ観
察して、何か理解できないことがあれ
ば考える。観察し続け、考え、いつか
理解できる。それが、彼（鈴木）の教
師教育だった。」 
鈴木から「授かったり、書かれたものがあっ
たわけではない」と言うこの教師は、鈴木の
教育に日本文化の要素を見出している。 
 決して言葉にできないものに直に接して
学ぶというあり方は、スズキメソードを方法
次元の「メソード」ではなく、言葉として読
んだり聞いたりするものを越えた、生き方を
も含むものとして理解するゆえであると解
釈される。松本音楽院で鈴木鎮一その人から
直に学んだ経験にこだわる語りが、日米の教
師に共通して出ていることは特筆される。 
 
③ 他者を尊重する鈴木鎮一の姿 
 教師たちは、どの人にも分け隔て無く同じ

尊敬で接する鈴木鎮一のエピソードを語っ
ている。 
 人として区別なく接する鈴木の姿から、教
師たちがあらゆる人への尊厳を学び取って
いることは、次のような日本人教師の言葉に
も表れている。 
「逆に反対に、目下のものっていうの
かな、そういう人たちも丁寧に本当に
接してらっしゃいましたね。だから、
本当に分け隔てのない方でした。」 
「音楽を通しての人間教育」がスズキメソー
ドの基本であったが、それは生徒の教育だけ
ではなく教師の成長にも通底する事が浮か
び上がってきた。 
 
（３）まとめ 
 
① スズキ教師コミュニティのエートス 
 スズキ教師コミュニティで共有されてい
るミクロな「教師文化」、すなわち教師たち
の実践を支える「エートス」に焦点をあてる
ことで、実際的な指導方やカリキュラムとい
った「技術論・方法論」という次元での「メ
ソード」ではなく、教師たちによって受け継
がれ育まれている価値観、信念の視点から、
「人間教育としての音楽教育」という言葉の
内実が明らかになった。 
 「どの子も育つ」という言葉を裏打ちする
のは、誰をも尊重するという思想を生きる鈴
木から直接受け取りはぐくまれたエートス
であった。それゆえに、競争主義を排し、共
に成長し合うことを喜ぶエートスが教師た
ちの間に形成されていたことも見てきた。ま
た、個を尊重することから、教師が探究しつ
づける存在であるという価値規範が生まれ
ていた。教師コミュニティが、互いに学びあ
い教え合うものとなっていることも、子ども
たちの成長を互いに喜び合うことと同型の
ものとして、確かに共有されていた。 
 このようなエートスが教師集団に内在す
ること自体が、その教師集団の教育力の証左
に他ならないとも言える。これが教師たちの
日々の教育実践をかたちづくっているので
ある。 
 
② スズキメソードの再評価と示唆 
 「人間教育としての音楽教育」という光を
あてて見ることで、グループで弾き、教え、
学び、親、教師、子どもたちが共に育とうと
しているスズキの教育実践の全体を、整合的
に理解することができた。斉奏の強調、親の
かかわりなど、わかりにくさが伴った部分に
ついて、その意味と意義を理解することは、
表面的な観察から生じた謬見の払拭につな
がると考えられる。また「斉奏」に関しては、
個々人の個性を生かし得ないという通俗的
な批判に対して、それとは全く異なる側面が
開示された。音を合わせるという音楽の共同
創造行為は、そもそも個性的唯一存在である
個々人が、各自の違いを違いとして抱えたま



まで、互いに波長を合わせあって、他者の内
的時間を共に生きるという主体的な行為と
考えられる。能力も個性も限りなく異なる者
たちが共にそのような一つの演奏を行うこ
との可能性を、スズキにおける斉奏は最大限
まで追求し続けていると言える。 
 また、スズキメソードの原点に「公共の教
育」としてのビジョンがあることも示された。
ここには、音楽という他者との間に鳴り響く
存在を追究した教育であるゆえに、鈴木鎮一
の持っていた公共の教育の理念が様々な実
践場面において具体的な形で実現されやす
かったという、音楽の持つ可能性が示唆され
る。 
 
③ 残された課題 
 今回検討したのは、スズキメソードの原点
を志向する意識が極めて高い教師コミュニ
ティにおける語りであった。すなわち、ここ
で共有されている価値観が、かならずしも今
日のスズキ教師集団の全体で共有されてい
るものではないということである。 
 逆に、このような原点における鈴木の哲学
を体現するエートスがどのようなものであ
るべきなのかは、スズキメソード全体に関し
て、今後意識化して取り組むことが求められ
る課題であるとも言えよう。 
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